
宿屋の若旦那が復興支援に奮闘
全旅連青年部　福島県南相馬市でイベント

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
に
全
国
の「
う
ま
い
も
ん
」届
け
る
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歉
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公
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灣
日
欷
東
日
本
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震
災
の
被
災
地
復

興
支
援
事
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と
し
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欷
福
島
県
南
相
馬
市
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生
涯
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習
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欟
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欹
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集
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全
国
う
ま
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す
る
イ
ベ
ン
ト
を
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い
た
盜
震
災
欷
津
波
と
原
発
事
故
で
大

き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
父
兄
を
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象
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欷
全
国
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
振
る
舞
う
と
と
も
に
欷
伝
統
芸

能
な
ど
の
催
し
物
を
上
演
盜
全
国
の
青
年
部
員
約
１
５
０
人
が
イ

ベ
ン
ト
運
営
や
来
場
者
へ
の
応
対
に
汗
を
流
し
た
盜

　
会
場
に
は
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
欷
全
国
瀾
ブ
ロ
蘖
ク

の
屋
台
を
設
置
盜
レ
蘖
ド
焼
き
そ
ば歉
北
関
東
信
越
ブ
ロ
蘖
ク
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飛
騨
牛歉
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ブ
ロ
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ブ
ロ
蘖
ク
歐

な
ど
欷
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地
の
ご
当
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ル
メ
を
来
場
者
に
振
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舞
檸
た
盜

　
ス
テ
欟
ジ
で
は
沖
縄
県
青
年
部
員
に
よ
る
三
線
の
演
奏
や
欷
み

ち
の
く
よ
さ
こ
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欷
ジ
櫺
グ
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グ
な
ど
の
ア
ト
ラ
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シ
欖
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を

披
露
盜
プ
レ
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ト
が
当
た
る
じ
檳
ん
け
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大
会
も
行
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欷
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ど

も
た
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を
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し
ま
せ
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地
元
在
住
の
山
崎
真
一
郎
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ん
は
欹
被
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地
に
目
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向
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欷
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に
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元
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づ
け
ら
れ
ま
し
た
飮
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子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
笑
顔
で
話
し
た
盜
青
年
部
の
横
山
部
長
は

欹
震
災
以
降
欷
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
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に
考
え
て
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た
盜
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
欷
僕
た
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に
元
気
を
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檸
た
盜
や
檸
て
本
当
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よ
か
檸
た
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と
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
た
盜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歇
森
田
淳
歃

北関東信越ブロックの「レッド焼きそば」に長い列が

イベントを担当した青年部事業部会担当副部長の田村佳
之さん（左）と夢未来創造委員会委員長の宮澤知晴さん

四
国
ブ
欟
ス
で
欹
ぶ
檸
か
け
う
ど
ん
飮
を
振
る
舞
う
横
山
部
長
歉
左
歐

子どもに人気の京都府旅館組合のマスコット「とま郎」

自民党の大島理森副総裁が陣中見舞に。被災地の子ども
に「がんばれよ」と優しく声をかけていた

盛り上がったじゃんけん大会

沖縄県青年部員が郷土の楽器「三線」を披露。聴衆を巻
き込んだ手踊りで盛り上がった

イ
ベ
ン
ト
の
エ
ン
デ
檪
ン
グ
で
雄
叫
び
を
あ
げ
る
横
山
部
長
歉
中
央
歐
ら

南
相
馬
市
真
野
小
学
校
の
児
童
盜
校
舎
は
津
波
で
使
え
な
く
な
り
欷
会
場
近
く
の
仮

校
舎
に
通
学
し
て
い
る
盜
同
級
生
の
約
半
数
は
県
外
な
ど
に
避
難
し
て
い
る
と
い
う


